


























“It’s a shame not to know Greek and Roman history, but it’s far more disgraceful not to know the 




本特別展は、‘Archaeology in South Tyrol before 1919’を副題とし、18～19世紀にナショナリズ

























































































































































































































































































































































































































































































































































22　［吉田 1997］p. 81～p. 84、［森 2007］p. 311～p. 313など。










28　［平野 2018］p. 6～p. 9
29　［田中 1997］p. 201～203
30　本稿では、これらの用語をめぐる論争で様々な意味が付随してしまっている「渡来人」「帰化人」
という語を避け、「渡来系氏族」や「渡来系の人々」といった表現を用いている。
31　天平文化の節において「渡来人が伝えた仏教」という表現はあるが、「渡来人」の語が登場してい
るだけでそれ以上の説明はない。
32　こうしたことが、１で述べたような天皇の「ゆかり」発言をめぐる生徒の感想にもつながってく
ると考えられる。
33　［田中 1994］
34　百済滅亡後の「百済使」は671年に、高句麗滅亡後の「高麗使」は671、672、673、675、676、
679、680、682年にみえる（『日本書紀』）。
35　661年～693年にかけて９回ほど遣使は行われ、そのうち王子や国王が来日している事例もある（『日
本書紀』）。
36　『日本書紀』天武天皇二年（673）八月戊申（25日）条
喚二賀騰極使金承元等、中客以上廿七人於京一。因命二大宰一、詔二耽羅使人一曰、天皇新平二天下一、
初之即位。由レ是、唯除二賀使一、以外不レ召。則汝等親所レ見。亦時寒浪嶮。久淹留之、還為 二
汝愁一。故宜二疾帰一。仍在レ国王及使者久麻藝等、肇賜二爵位一。其爵者大乙上。更以二錦繍一
潤飾之。當二其国之佐平位一。則自二筑紫一返之。
中国による冊封体制の秩序への挑戦を意味しかねない外国君主への授位を日本（倭）が行ってい
るのは、他には白村江の戦いに際して余豊璋を百済王として冊立したとされる事例しかみえない。
37　『三国史記』巻八・新羅本紀・神文王三年（683）十月条
徴二報德王安勝一為二蘇判一。賜二姓金氏一。留二京都一。
38　［拙稿 2017］
39　なお、698年に建国し高句麗の後裔国と主張する渤海の大祚栄が、713年に唐から「渤海郡王」と
107【研究報告】渡来系氏族を素材とした歴史教育の可能性
して冊立されたことで、日本は国内に高句麗の王権を維持することができなくなった。そのため
「高麗王」はその後維持されることはなかった。716年に武蔵国に建郡された高麗郡の故地に現在
も続く高麗神社には高麗若光を祖とするという伝承があり、若光を祀っているが、若光の「高麗
王」氏が存続したことを示す同時代史料は存在しない。（［拙稿 2018］）
40　［拙稿 2017］
41　［加藤 2010］p. 253
